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水田酪農に関する実験的研究

第1報．　自給飼料生産に関する

土地利用方式について

佐　藤　徳　幸・永　沼　昌　雄

（青森　県　鼻　試）

青森県における家畜飼養は昭和25年以降，役畜から用

音への顕著な質的変化が見られるが，家畜単位の絶対数

の変動は少い．これを津軽地帯について見れば．大家畜

（馬）の廟著な減少に対する中家畜（豚）の著しい増加

が特徴的で．家畜単位数では減少（1割）の傾向を示し

ている．

津軽地帯は全国的にも水稲・りんごの多産地であるが

冬季副業のわら加工などのために唯厩肥の投入が少く，

地力低下の可能性が考えられる．

この報告はこのような情勢における将来への展望とし

て，津軽地帯における酪農のあり方を，主として飼料生

産の面から実験的に求めようしたとものである．

この実験研究は昭和32年度から始めたが．昭和33年度

の結果についてだけ報告する．

1．研究方法および実験農家の規摸

研究方法は実験農家を設定して経営試験を行い，一般

に集約に経営した．

実験農家の耕地面掛は水田93．7アール・普通畑（飼料

圃）29．5アール・そさい畑5アールで，合計128．2アー

ルである．飼養乳牛は搾乳牛1頭（2産目）と育成牛1

頭（いずれもホルスタイン種）で，搾乳牛2頭飼養の前

段階をとった．

2．自給飼料生産計画および給与

自給飼料生産計画は第1図に水田作付図・第2図に畑

（飼料圃）作付図を示す．給与は第1表に栄養価自給率

表を示す．第1表に示すように．粗飼料の完全自給を行

わず，一部野乾草を購入したが，この野乾草は非常に劣

質で，稲わらに代えてもほとんど影響はないと思われ

た．

水田裏作としての飼料作物は育刈ライ麦が主体で27ア

ール，青刈レープ・越冬そさいを3アール作付した．育

刈ライ麦以外の作物では瞳立・施肥等において，集約な

労働を必要とする．裏作実額り大麦は10アール当り収量

が204物で．108．7毎当り生産費は3，378円であった．秋

の麦播種期と稲刈時期の労働競合および麦作水稲の減収

などの点から採算が合うとは考えられない．

水田裏作としての青刈飼料作物の中では青刈ライ麦が

最も安定しており，5月下旬に一斉に刈取り，サンマー

サイレージに作るときは10アール当り，1，700吻～2，000

軸の収量を得ることは困難ではない．育刈ライ麦収穫後

の跡作水稲収量も津軽地帯の標準収量（10アール当り

391．5烏g程度）は確保できる．従って，現段階での津軽

地帯の裏作を入れた水田土地利用の基本型は，青刈ライ

麦一水槽一育刈ライ麦となると考えられるが，第1表に

示すように，T．D．N自給率80．9％に比較してD．C．P

自給率は63．2％と非常に低く，マメ科作物をとり入れた

裏作利用の研究（青刈ライ麦と同程度の集約度で栽培可

能な）が必要と思われる．
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第1表．栄　養　価　自　給　率　衰

率

計 育 草 換

野

入
草

計

39，329　15，892．7【　795．9

飼着乳牛　　2頭

必要粗飼料：日量1頭当り50毎として1年間必要量　36，500たク

蓋雲量－＝著紛＝1，003‥　・巾）
生産畢＋翠入量＿＝j腿
必　　要　　量　　　36，500 ＝1，078……‥（2）

＊（）：大麦は年度内に給与しなかった．

水田酪農に関する実験的研究

第2報．　労働配分と労働報酬

永　沼　昌　雄・佐　藤　徳　幸

（青森　県　鳥　就）

第1報で，津軽地帯の自給飼料生産に関する作付方式　である．

についての報告を行ったが，ここでは第1報の作付方式

に従って農業経営を行った場合の年間労働配分と家族労
1．労　働　配　分

働報酬について報告する・　　　　　　　　　　　　水田地帯の性格として，労働のピークはほとんどの場

ここで想定した農家の経営親横は第1表に示すとおり　合稲作部門の作業経過と一致して現われている．従って


